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➀基礎・基本の徹底 

教務 

 

 

 

 

１年 

２年 

３年 

 

 

生徒 

 

 

 

 

 

図書 

・主体的に考え、学ぶことのでき 

る生徒の育成 

 

 

 

 

・学力や専門性が高まるよう主体的に学んでいる生徒の割合 
生徒ｱﾝｹｰﾄ 1 3.0 74 B 

B 

・定期試験や検定に向けて専門性が高 

まるよう意識して取り組んでいる様 

子がうかがえる。一方，定期試験や検

定の前だけ学習に取り組む生徒も一

定数いる。【教務】 

 

・『校則や学校・クラスのルール・マナ

ーを守っている』について、生徒の回

答は A に対して、保護者の回答は B、

教職員の回答は C であり、規範意識

の向上について具体的な策が必要と

考える。【生徒】 

 

・朝読書にしっかり取り組んでいる生

徒の割合がやや低い。「本を読むこと

は自分のためになる」と感じている

生徒の割合は高いので、実際の読書

活動につなげていきたい。【図書】 

 

・今年度の 1 年生は制服が変更された

初年度であり、新しい制服の着こな

しの基準が十分に浸透していない部

分もあったと考えられる。特に着用

ルールや身だしなみの細かな指導に

ついて、教員と生徒との認識に差が

生じやすかった点も要因の一つであ

ったと感じている。【１年】 

 

・生徒の学力向上に向けた取り組みと

しては不足していたが、学習の支援

の必要な生徒に対して補習等を行っ

ていただいたり、入院した生徒への

オンライン授業に対して円滑に行っ

たりすることができた。【２年】 

 

・生徒育成委員会や学年会を通じて、

情報の共有は図ることができたが、

拡大学年会などで情報の共有を図る

ことも必要だと感じた。【３年】 

・指導と評価の一体化をすす

め，日常的に学習する仕掛

けを各教科・科目で取り組

んでもらういっぽう，単元

テストを通じ，つまづきに

いち早く気づき支援する学

校全体での雰囲気を醸成す

る必要があると感じてい

る。【教務】 

 

・登校時や校内で、身だしな

み等について声掛けを行

い、意識の向上を図る。【生

徒】 

 

・朝読書の取り組みについ

て、年度当初の呼びかけだ

けでなく、年度途中にも生

徒の実態やニーズを担任や

学年部と情報交換・共有し、

指導していく。【図書】 

 

・制服の正しい着用方法や身

だしなみの意義について、

学年集会やHR等を通じて継

続的に指導を行い、マナー

意識の向上につなげていき

たい。また、保護者とも共通

理解を図りながら、生徒が

自ら整える意識を持てるよ

う支援していく。【１年】 

 

・拡大学年会を定期的に開催

して、情報の共有を図る。【３

年】 

Ｂ 

・出雲ドームで初の出雲商

業デパートを試行錯誤し

ながらやっていてよかっ

た。 

 

 

 

・ＤＸ化を推進し、生徒の

動機づけに関わる行動や

思いをデジタルで保存し

たらどうか。 

 

 

 

・身だしなみがよくないと

いうことは心の乱れにも

つながるので、服装につい

て、学校でしっかり指導を

行い、家庭のほうにも協力

を求めることが大切。 

 

 

 

・生徒は国公立大学、私立

大学に多く行っているが、

体験を重視した学校推薦

や総合型選抜で進学して

いることを中学生の保護

者に商業高校がどのよう

に進路実現を果たしてい

るか広めた方がいい。 

 

 

・出雲商業デパートで商工

会議所などとかかわって

いたが、ほかの団体と協力

して関係機関を広げてい

くことを考えていただき

たい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・生徒の学力向上に向け、適切かつ効果的な指導・支援を行

っている割合 
教員ｱﾝｹｰﾄ 9 2.9 85 A 

・教科担当と連携した基礎学力

の向上 

 

・生徒の学力向上へ向け、教科担当者・担任・学年部等が連

携して効果的な指導・支援が行われていると考える教員の

割合 
教員ｱﾝｹｰﾄ 10 2.9 79 B 

・社会人として通用する挨拶 

マナー・身だしなみ・ふるまい 

の習慣化 

 

 

 

 

・読書習慣を確立する。 

・校則や学校・クラスのルール・マナーを守っている 生徒ｱﾝｹｰﾄ 13 3.5 93 A 

・生徒は、校則や学校・クラスのルールやマナーを守って生

活している。 
保護者ｱﾝｹｰﾄ 12 2.9 72 B 

・服装・頭髪指導等によって生徒の身だしなみが整っている

と考える教員の割合 
教員ｱﾝｹｰﾄ 18 2.5 56 C 

・朝読書（書籍・新聞）にしっかり取り組んでいる生徒の割

合 
生徒ｱﾝｹｰﾄ 19 3.1 76 B 

・書籍等の充実が図られ、読書指導の推進がなされていると

感じる教職員の割合 

教員ｱﾝｹｰﾄ 30 3.0 91 A 

②自己有用感・肯定 

感の醸成 

全 ・全ての活動により自己有用感 

の醸成を図る。 

・出商デパートや学園祭などの学校行事において、自分は人

の役に立っていると思う生徒の割合 
生徒ｱﾝｹｰﾄ 32 3.3 88 A 

A 

・オープンスクールを含めて、様々な

学校行事を通じて、自己有用感や自

己肯定感を醸成することが出来た。

【総務】 

 

・日々の授業の中で自己肯定感を高め 

る学習が概ねできている。【教務】 

 

・学園祭などの学校行事をとおして、

自分が人の役に立てていると思える

生徒が多いため、様々な場を提供で

きた。【生徒】 

 

・面接指導などを通じて、生徒自身が

自分の長所に気づくことができた。

【進路】 

 

・学校行事への参加ができない生徒も

わずかにいたが、保健室での休養を

入れながら学校行事への参加ができ

ていた。【保健相談】 

 

・探究活動を通して生徒の自主性や個

性の伸長に寄与することができたの

ではないか。【図書】 

 

（次ページに続く） 

・日々の学習の中で自己肯定

感を高めるためにも，でき

なかったことができるよう

になった経験の積み重ねが

必要だと考える。そのため

にも，日々の指導の中で，生

徒のつまづきにいち早く気

づき支援することが必要だ

と考える。【教務】 

 

・生徒が活躍できる場を継続

して、提供していく【生徒】 

 

・進路集会などを通して自身

の生き方を考えるきっかけ

を作る。【進路】 

 

・個別の配慮をしながら、学

校行事への取り組みを促す

ように支援する。【保健相

談】 

 

・継続して探究活動等を進め

る。【図書】 

 

 

（次ページに続く） 

Ａ 

・全ての活動により自己肯定感 

の醸成を図る 

・学校生活で自分の長所を伸ばす・増やすことができたと感

じる生徒の割合 

生徒ｱﾝｹｰﾄ 30 3.1 80 A 
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・ともに生徒の充実した活動になるよ

う、適材適所・業務の共有化といった

面で課題が残る。また、生徒のイメー

ジするデパートと実際に行う内容の

差など、事前説明や活動中の修正等

にも説明・納得・共有が必要である。

【商業】 

 

・商業部や生徒指導部からの指示が明

確であり、生徒たちが主体となって

行うことができていたと考える。【２

年】 

 

・学校生活の中でできるようになった

ことに対する振り返りが少なかった

と考える。【２年】 

 

・出商デパートや学園祭など様々の行

事や部活動を通じて、自己有用感、自

己肯定感の醸成ができていると考え

る。【３年】 

・事前のアンケート実施や説

明会等、全校で取り組むも

のとして、情報の共有や方

向性の統一といった面での

強化が必要。集会・説明会等

では分かりにくい部分など

の相談窓口の設置を検討す

る。【商業】 

 

・行事ごとだけでなく平時か

ら小さな目標を設定させ、

振り返る機会を増やす。【２

年】 

 

・自己有用感や自己肯定感の

醸成ができるような場面を

増やしていく。【３年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・人権意識に関わる調査に

ついて、生徒の評価は高い

が保護者について評価が

低いことについて、安心安

全な学習環境が整ってい

るのかという視点で分析

することや、生徒の様子や

学校の取り組みを保護者

と共有することが必要。 

 

 

 

・人権感覚の涵養の保護者

の評価について低かった

ことについては、講演会の

周知などの対策を要する。 

③確かな人権感覚の 

涵養 

人権

教育 

・人権意識を高揚させ、心身とも 

に健康で文化的な学校生活が 

送れるようにする。 

・人権に配慮した言動をしている生徒の割合 生徒ｱﾝｹｰﾄ 25 3.3 85 A 

B 

・人権に関する講演会を１学期に行う

ことで、早い段階から生徒に人権に

ついての意識を向上させることがで

きた。【生徒】 

 

・生徒による評価はおおむね良いが、

保護者による評価は低い【人権】 

 

・１学期の早い段階で講演会

等を行うことを継続する。

【生徒】 

 

・今年度は人権教育講演会等

の案内がほとんどできてい

なかったので、来年度以降、

楽メ等でその都度案内を行

い、保護者の方にも参加を

呼びかけていきたい。【人

権】 

Ｂ 

・学校生活の中で自分の人権が守られていると感じる生徒の

割合 
生徒ｱﾝｹｰﾄ 26 3.3 84 A 

・本校が人権を尊重する心と態度を身に着ける人権教育を推

進していると考える保護者の割合 

保護者ｱﾝｹｰﾄ 10 2.6 55 C 

④人格形成の場とし 

ての生徒会活動・ 

部活動の推進 

生徒 ・生徒会活動を見直し、活性化さ 

せる。 

 

 

・部活動への積極的な参加を促 

し活性化させる。 

・生徒会・各種委員会が積極的・意欲的に活動していると感

じる生徒の割合 
生徒ｱﾝｹｰﾄ 16 3.0 72 B 

B 

・『部活動に積極的に取り組んでいる』 

と答えた生徒と保護者の割合に差が

ある。また、生徒会・各種委員会につ

いては生徒・保護者ともに B であっ

た。生徒会や各委員会について、改善

の余地がある。【生徒】 

・生徒会や各種委員会の活動 

について、担当教員と各種委

員長が協力して検討してい

く。【生徒】 

Ｂ 

・生徒会・各種委員会が主体的に文化祭・体育祭等の行事に

取り組むための指導・支援が行われていると感じる教員の

割合 

教員ｱﾝｹｰﾄ 20 3.1 92 A 

・部活動や生徒会活動に積極的に参加・活動できるような環

境作りをしていると考える保護者の割合 
保護者ｱﾝｹｰﾄ 9 2.8 67 B 

・部活動に積極的に行っていると考える生徒の割合 生徒ｱﾝｹｰﾄ 15 3.4 84 A 

身
に
つ
け
さ
せ
た
い
資
質
・
能
力
の
育
成 

①主体的・協働的・創 

造的な探究学習の 

推進 

教務 

 

商業 

魅力 

・主体的、対話的で深い学びの実 

現を目指し、研究に努める 

・地域の特徴を理解させ、探究活 

動を通じて問題解決能力を育 

成する。 

・各学年において目標を定め、 

３年間を通じた育成を図る。 

・主体的、対話的で深い学びを意識した授業を展開した教員

の割合 
教員ｱﾝｹｰﾄ 14 2.9 82 A 

A 

・日々の授業の中に，主体的，対話的 

で深い学び」を意識して，日々の授業 

に取り組んでいただいている。【教

務】 

 

 

・α、βともに昨年度より評価がアッ

プした。いずれも授業の進め方が確

立し 1 年生からの系統だった活動が

できてきていると考える。【魅力】 

 

・「課題研究」は 2 月の発表会に向け

て、10 のカテゴリの活動を行った。

形に残るものとして、商品開発を行

ったカテゴリも多くあり、課題解決

＝商品開発といった流れがある。【商

業】 

・各先生方の取り組みを「個」

でとどめるのではなく「全」

へと進めていくためにも，

校内での授業公開の開催や

校外研修への参加を促した

い。【教務】 

 

・継続して探究学習をすす

め、より地域に密着した活

動ができるようコーディネ

ーターの方などと連携して

すすめる。【魅力】 

 

・各カテゴリの学習の深化と

いう意味でも、商品開発＝

正解ではなく、課題から解

決への道筋に様々なアプロ

ーチがあることを考えさせ

たい。【商業】 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

・身に付けさせたい力であ

る探究学習α、βの評価が

高くなっているが、探究学

習では出雲市「高校ネット

ワークコーディネーター

事業」を活用してほしい。 

 

 

 

・探究学習で商品開発が多

くみられるが、本当に商品

開発をすることで課題解

決になっているのかをし

っかり検討する必要があ

る。 

・１年生：「α」の授業で、探究的な学びの基礎が身についた

と感じている生徒の割合 
生徒ｱﾝｹｰﾄ 27 3.1 73 B 

・2 年生：「β」の授業において地域の現状や課題に興味・関

心を持ち意欲的に取り組むことができたと感じている生徒

の割合 

生徒ｱﾝｹｰﾄ 28 3.2 81 A 

・「課題研究」の授業において課題解決型の学びや探究的な学

びにより自己の成長を感じている生徒の割合 

生徒ｱﾝｹｰﾄ 29 3.4 85 A 
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②学習内容と指導の 

充実 

教務 

 

 

 

１年 

２年 

 

  

図書 

 

・日々の授業の教材研究を充実 

させる 

 

 

・クロームブック等ICT機器を活 

用し、生徒の学びを深める 

 

 

・図書資料、新聞、データベース 

等を活用するなど、図書館を活 

用し、生徒の学びを深める。 

・教材研究に積極的に取り組んでいる教員の割合 教員ｱﾝｹｰﾄ 8 2.9 85 A 

B 

・「教材研究に積極的に取り組んでい

る教員の割合」と生徒の「先生は授業

内容が理解しやすいよう、教材等工

夫をしていると感じている生徒の割

合」に差があることから，生徒はもっ

とわかりやすい授業を欲しているこ

とが考えられる。また「クロームブッ

クを積極的に活用した授業を実施し

ている教員の割合」が低いが，生徒は

そのように感じていないことから，

ある程度は必要に応じた活用ができ

ているのではないか。【教務】 

 

・R8 年 1 月時点で、図書館での探究学

習やその他授業は約 180 時間実施さ

れ、生徒は図書館を利用している。し

かし、資料を使いこなすことができ

なかったり、貸出や読書にはつなが

らなかったと思われる。【図書】 

 

・1 年生は高校での学習スタイルを身

につける段階であり、授業における

ICT 機器の活用については概ね実施

できていた。一方で、図書資料等の活

用については C 評価となっており、

学習を深めるための情報活用や読書

習慣の定着が十分に図れなかった。

【１年】 

 

・クロームブックがあることで、学習

や面談等が円滑に行われたと考え

る。一方で、同時に集中を奪ってしま

うこともあったと考えている。【２

年】 

・最も肝要なのは，わかりや

すい指導を心がけること。

ただ，指導の難易度を安易

に下げるのではなく，生徒

の実態に合わせた教材研究

が必要になる。また，学習用

端末の活用による学習の個

別最適化により，生徒の満

足度を上げる工夫に取り組

みたい。【教務】 

 

・クロームブックの扱い方に

ついて、具体的に使う場面、

使わない場面を提示して指

導する【学年】 

・授業で効果的な資料の活用

ができるよう、さらに資料

の充実を図り、利用指導を

推進していく。貸出にもつ

ながるよう、電子書籍の導

入も計画する。【図書】 

 

・課題解決型学習を通して主

体的な学びにつなげていく

ためにも、図書館資料や新

聞、データベースを活用し

た学習活動をより推進し、

生徒が情報を収集・整理・活

用する力を育成し、学びを

深める指導の充実を図って

いく。【１年】 

Ｂ 

・クロームブックを教員が

積極的、有効に使えるため

に研修やヘルプデスクを

活用できる環境をつくる

こと。 

 

 

・クロームブックを使うこ

とが大切なのかと思う。効

果的に使っているかの評

価はそれぞれに応じて使

うものだからこの評価方

法の検討が必要である。 

 

 

・今の時代全部が便利にな

っていて、書いたり読んだ

りしたりすることがなく

なってきているので、イン

プットする部分はアナロ

グでアウトプットするの

はデジタル化することが

大切ではないか。 

 

 

・図書館を利用している生

徒が少ない。それゆえに読

書をしている人が少ない

と推測される。また、新聞

を読んでいない生徒が多

い。 

 

 

・新聞を読んでまずは世間

を知ることが大切だと感

じている。ぜひとも生徒に

は新聞や本を読んでもっ

と様々な知識を付けてい

ってもらいたい。 

・先生は授業内容が理解しやすいよう、教材等工夫をしてい

ると感じている生徒の割合 
生徒ｱﾝｹｰﾄ 2 3.0 75 B 

・ICT 機器等を活用する等、学習内容に興味関心が持てる工

夫した指導が行われていると感じる生徒の割合 
生徒ｱﾝｹｰﾄ 3 3.0 75 B 

・クロームブックを積極的に活用した授業を実施している教

員の割合 
教員ｱﾝｹｰﾄ 16 2.7 61 C 

・図書・情報教育推進のための働きかけが見えたと回答した

教職員の割合 
教員ｱﾝｹｰﾄ 31 3.1 95 A 

・自分の学校生活に図書館、図書資料、新聞等を利用するこ

とができる生徒の割合 

生徒ｱﾝｹｰﾄ 20 2.8 63 C 

④専門性の深化 

商業 ・検定合格率を向上させる。 

 

・一つ上を目指す資格取得に挑 

戦させる。 

 

・出商デパートの開催。 

・商業科：3 年次 2 月初旬までに 1 級 3 種目以上取得者数が

学科の 40%以上 日商簿記検定 2級取得者 15 名以上。 
校内統計 ― ― C 

A 

商業科：3種目 18.9％（26.7％） 

情報処理科：3 種目 22.0％（30.1％） 

（）内は 2･3 年生を対象とした値 

日商２級：8 名 、基本情報：2名 

ＩＴパス：7 名 、応用情報：0名 

 

Ａ 

・情報処理科：3 年次 2 月初旬までに 1 級 3 種目以上取得者

数が学科の 40%以上 基本情報取得 5 名 IT ﾊﾟｽ・ｾｷｭﾏﾈ取

得 10 名応用技術 1名以上。 

校内統計 ― ― A 

・商業で学んだ知識や技術を出商デパートで活用できたとい

う生徒の割合 
生徒ｱﾝｹｰﾄ 33 3.4 88 A 

学
び
を
支
え
る
安
心
安
全
な
環
境 

①安全意識の高揚 

総務 

 

 

 

生徒 

・防災教育、避難訓練の実施 

（年３回） 

 

 

・街頭指導（交通安全運動週間） 

・自転車点検（年１回） 

・安全に関わる情報の周知徹底 

・出雲警察署との連絡・協力 

・災害発生時に適切に行動し、安全に避難することができる

生徒の割合 
生徒ｱﾝｹｰﾄ 6 3.4 88 A 

A 

・今年度は学期に一度の避難訓練に加

え、原子力防災訓練も行ったことに

より、本校が 30 ㌔圏内であることの

自覚と有事の対応を確認すること

で、意識の向上を図ることが出来た。

【総務】 

 

・生徒自身の評価は高いが、毎年苦情 

の連絡がある。【生徒】 

 

 

 

 

 

 

 

・講演会等の継続により規範

意識の向上を図る。【生徒】 

Ａ 

・生徒・保護者・教員間で

評価が異なることの対応

が必要。例えば自転車マナ

ーなど生徒はいいと思っ

ているが他の人からは低

く評価をされていると共

有することが大切である。 

・防災避難訓練が生徒や教職員の危機管理意識を高める機会

につながっていると考える教職員の割合 
教員ｱﾝｹｰﾄ 6 2.9 85 A 

・登下校時、交通ルールや自転車マナーを守っている 
生徒ｱﾝｹｰﾄ 14 3.7 95 A 

・自転車点検や交通安全街頭指導により交通ルール・マナー

が向上していると考える教職員の割合 教員ｱﾝｹｰﾄ 21 2.8 77 B 

②生徒理解に基づく 

組織的な対応 

教務 

生徒 

保健 

・教育相談を充実させ、課題を抱 

える生徒の早期発見と適切な 

対応を行う。 

・個別の生徒の状況を把握し，必 

要な支援を協議して，共通理解 

のもとで支援を行う。 

・保護者や先生、友人に悩みを相談したり、スクールカウン

セラーに話を聞いてもらったりして、悩みごとに適切に対

応している生徒の割合。 

生徒ｱﾝｹｰﾄ 12 3.0 70 B 

B 

・ＳＣを継続して利用できる生徒がい

る一方で、誰にも話せず抱え込んで

いる３割の生徒に対して、声がけを

していく必要がある。【保健相談】 

・入学時の相談ありの生徒、

保健室利用や欠席の多い生

徒等の生徒には、保健部と

して定期的な面談を実施し

ているが、さらに学年会や

担任と連携して面談や相談

につなげていく。【保健相

談】 

 

・遠隔授業について，教務規

程に盛り込む。【教務】 

 

 

 

Ｂ 

・生徒は悩みを誰かに相談できていると感じている保護者の

割合。 
保護者ｱﾝｹｰﾄ 15 3.0 75 B 

・気になる生徒への支援を関係者と協力して行っていると考

える教員の割合。 

教員ｱﾝｹｰﾄ 33 2.9 84 A 



教育目標 重点目標等 担当 目標達成のための方策 評価項目 

評価値の 

元データ 

平
均 

肯定

的％ 

or 

数値 

評
価 

評

価 
自己評価 改善策 

学校関係者評価 

評

価 
コメント 

﹃
自
立
・
自
律
で
き
る
人
間
の
育
成
﹄
①
課
題
発
見
・
解
決
の
た
め
に
主
体
的
に
考
え
行
動
で
き
る
生
徒 

 
 

 
 

 
 

 

②
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
付
け
︑
他
者
と
共
同
で
き
る
生
徒
の
育
成 

 
 

 
 

 
 

 

③
地
域
や
人
を
愛
し
︑
自
己
有
用
感
・
自
己
肯
定
感
を
抱
け
る
生
徒
の
育
成 

進
路
実
現
に
向
け
た
支
援 

➀明確な進路目標の 

決定 

進路 ・年間行事予定に沿って企業説 

明会・進路ガイダンスを実施す 

る。また、希望者対象ガイダン 

ス等を実施する。 

・第２回進路希望調査による進路希望未決定者の割合 

      （１年生：20％未満 ２年生：10％未満） 
校内統計 

1 年 

2 年 

18 

4 

A 

A 
A 

・進路学習、１年生の大学見学。希望

者ガイダンスなどを通して自身の将

来について考える機会を持つことが

できた。【進路】 

・年間行事予定に沿ってガイ

ダンスを着実に実施する。

【進路】 
Ａ 

 

②望ましい職業観の 

育成と学年段階に 

即したキャリア計 

画の実施 

進路 ・進路集会、ＬＨＲ等で計画的・ 

継続的な進路指導の実施 

・教職員全員での小論文指導、面 

接指導の実施 

・進路集会、ＬＨＲなどの機会を通して企業情報、求人情報

や入試情報など、進路決定に必要な情報が提供されている

と感じる生徒の割合 

生徒ｱﾝｹｰﾄ 9 3.1 79 B 

B 

・３年生の小論文・面接指導について

先生方には大変お世話になりまし

た。特に進学では出願直前まで志望

理由がはっきりしない生徒もいて担

当の先生方にはご迷惑をおかけしま

した。 

 

・進路に関する情報提供について十分

とは言えなかった。【進路】 

・小論文問題集が進路指導室

にあります。指導していた

だく先生方に活用を促した

い。また、ICT 教材など指導

に有効なツールなどの研究

をしていきたい。【進路】 

Ｂ 
・入学・採用試験に向けて小論文・面接指導を適切に実施し

ていると感じている教員の割合 
教員ｱﾝｹｰﾄ 27 3.1 92 A 

・個に応じて適切な進路指導が実施されていると感じる保護

者の割合 保護者ｱﾝｹｰﾄ 8 2.8 66 B 

③進路情報の提供と 

活用 

進路 ・情報冊子（面接、小論文等）の 

選定・購入・利用を薦める。進 

路通信等を活用し、生徒・保護 

者に求められている情報を迅 

速に提供する。 

・進路決定に必要な情報が提供され、自己の進路について深

く考え、具体的な行動に移すことができるようになった生

徒の割合 

生徒ｱﾝｹｰﾄ 10 3.0 72 B 

B 

・今年度より進路の手引きを生徒ポー

タルに掲載され、生徒の端末から家

庭でも閲覧できるようになったが、

生徒・保護者の認知が進まなかった

のではないかと思われる。【進路】 

・担任との面談によって、生

徒や保護者がどんな情報を

欲しているか知り、できる

だけ情報提供をしていく。

【進路】 

Ｂ 
・適切な進路情報が提供されていると感じている保護者の割 

合 保護者ｱﾝｹｰﾄ 7 2.7 67 B 

学
校
と
地
域
と
の
協
働 

①魅力化コンソーシ 

アムと学校運営 

魅力 ・地域の方や外部指導者と連携 

をした授業展開をコーディネ 

ートする。 

・身の回りの課題に気づき、課題 

解決をしようとする生徒を育 

成する。 

・「地域の課題解決法について考える」認識 70% 魅力化ｱﾝｹｰﾄ  65 B 

B 

・探究学習で地域の課題解決に取り組

んできたことが評価アップにつなが

ったと思われる。 

 

・魅力化アンケートは 7月に行ってお

り、この 1 年間の学習でどれだけ数

値が変化したか 2 回目のアンケート

で調査したい。【魅力】 

・継続して探究学習をすす

め、より地域に密着した活

動ができるようコーディネ

ーターの方などと連携して

すすめる。【魅力】 
Ｂ 

保護者の意見が中学生の

進路決定に大きくかかわ

っている。保護者に商業で

どのようなことを勉強す

るのかをオープンスクー

ルの授業をさらに検討し

例えばアプリを作るなど

保護者が見たときに今後

商業の学びが必要だと思

える講座をやらなければ

ならない。 

・地域の魅力や資源、課題について考えることができた生徒

の割合 

生徒ｱﾝｹｰﾄ 31 3.1 79 B 

②小中学校との連携 

総務 ・オープンスクールを開催し、本 

校の魅力を体感してもらう。 

・オープンスクール参加者が募集定員の２倍を上回るようＰ

Ｒする。 
ｵｰﾌﾟﾝｽｸｰﾙ 

参加者:354 名 
― 99 A A 

今年度参加者は３５４名であり、募集

定員の２倍を上回ることが出来た。

アンケートも肯定的な意見が多数。

【総務】 

来年度は、２日間の日程を分

散することで、更なる参加

者増を図る。【総務】 
Ａ 

次
年
度
へ
向
け
て
の
準
備 

①新しい学習基盤づ 

くり 

教務 

 

 

 

 

特活委 

 

 

 

魅力 

 

・３観点別評価等の実施につい

て、各教科及び学校全体で議論を

深め、本校が掲げる人材の育成す

るための体制を確立する。 

 

・特別活動の評価のあり方につ

いて議論を深め、評価体制を構築

する。 

 

・「総合的な探究の時間」の実施

計画と体制を構築する。 

・3 観点評価等の実施等について、教科会、教科主任会を通

じて十分な情報提供や議論がされ、生徒の基礎学力と学習

習慣の定着に向けて各教科で取り組みが進んでいると考え

る教員の割合 
教員ｱﾝｹｰﾄ 15 2.6 61 C 

B 

・教員の皆さんへの情報提供や教科主

任会での議論が不足していたと反省

している。ただ，各教科には教科ごと

の特性があり，その特性に応じて適

切な評価方法を教科でも常にする必

要があると考えます。【教務】 

 

・本校の探究学習のスタイルが定着し

先生方の間でも経験を積んでいただ

くことができたことが評価につなが

っているのではないか。【魅力】 

・生徒の学ぶ意欲を高めるた

め計画・指導・評価はどのよ

うなものが適切かを教科主

任会などをとおし，各教科

の特性をふまえ，実践して

もらう。【教務】 

 

・継続して探究学習をすす

め、より地域に密着した活

動ができるようコーディネ

ーターの方などと連携して

すすめる。【魅力】 

 

Ｂ 

・生徒、保護者の評価に関

する数値がわかることが

評価できる。 

 

 

・昨年度の数値をつけ、過

年度データとの比較をす

ることで要因分析を行う

といいのではないか。 

・特別活動の評価について、適切に実施されていると考えま

すか。 教員ｱﾝｹｰﾄ 39 2.8 72 B 

・１・２年生「α」「β」が系統立てて実施されていると感じ

る教員の割合。（「α」「β」は探究的な学びの時間） 
教員ｱﾝｹｰﾄ 17 2.6 68 B 

※「平均」欄は、評価（あてはまる＝４ ある程度あてはまる＝３ あまりあてはまらない＝２ あてはまらない＝１）を平均したもの 

※「評価」欄の基準は肯定的評価の％：Ａ＝８０％以上 Ｂ＝６５～７９％ Ｃ＝５０～６４％ Ｄ＝５０％未満 

 


